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認定心理士コーナー

資格認定委員会より

1　認定心理士について
2021年度第3回委員会（通算第

187回）が10月2日に開催されま
した。同年9月1日までに受け付
けたうち621件を審査し，565件
を合格，44件を保留，12件を不合
格としました。また，以前の委員
会で保留または不合格と判断さ
れたうち追加資料の送付された
22件を再審査し，16件を合格，3
件を保留，3件を不合格としまし
た。この結果，10月31日時点の
2021年度の初回審査数は2,135件，
総審査数は2,196件，合格件数は
2,076件，資格取得者数は1,724名
となりました。資格取得者は累計
67,406名です。今後の認定委員会
の開催予定日は2021年12月4日
です（2021年11月15日現在）。
2　認定心理士（心理調査）
　 （通称：心理調査士）について
　前掲委員会で，9月30日までに
受け付けた14件を審査し，10件
を合格，4件を不合格としました。
以前の審議で保留または不合格
と判断された申請のうち，追加資
料の送付された2件を再審査し，1
件を合格，1件を保留としました。

この結果，認定心理士（心理調
査）の資格取得者の累計は341名
となりました。
3　大会企画シンポジウム報告
2021年9月1日～ 8日にオンラ
イン開催された日本心理学会第
85回大会で，認定心理士の会企画
シンポジウム「認定心理士の会の
これまでとこれから：オープンサ
イエンス時代におけるシチズンサ
イコロジストの役割」を行いまし
た。認定心理士の会運営委員会の
新・旧委員長（渡邊伸行先生・高
瀬堅吉先生）に加えて，科学史が
ご専門の隠岐さや香先生（名古屋
大学）にご登壇をお願いし，三浦
が指定討論を行いました。はじめ
に，高瀬先生から「認定心理士の
会のこれまで：心理学ワールド全
体の動向とシチズン・サイエンス
との関係」というタイトルで，話
題提供がありました。これまでの
認定心理士の会の取り組みと，企
画したが実施に至っていない取り
組みについて，まとめていただき
ました。実施した取り組みとし
ては，各地域支部会におけるシン
ポジウム，ワークショップなどの
開催，年次大会でのシンポジウム
および社会連携セクションの開
催，サイエンスカフェやFacebook

での交流，ニューズレターを通じ
た情報発信などが挙げられまし
た。次に，隠岐先生から「制度化
された科学とオープンサイエン
ス」というタイトルで，ご講演い
ただきました。17世紀以降，科学
が制度化されていった過程や，21
世紀に入ってからのオープンサイ
エンス推進の流れを解説していた
だき，最後に日本におけるシチズ
ン・サイエンスの課題を提示して
いただきました。渡邊先生からは
「認定心理士の会のこれから」と
いうテーマで話題提供がありまし
た。今後の会の活動について，上
述のこれまでの取り組みを維持し
つつ，より積極的に活動に参加し
てくれる認定心理士を増やしてい
くことを目標として挙げられまし
た。指定討論では，シチズン・サ
イエンスプロジェクトに関わる問
題や，今後の認定心理士の会の社
会における役割について，議論し
ました。認定心理士の会のあり方
について科学史の専門家を交えて
議論する，有意義な機会となりま
した。

（資格担当常務理事・
　大阪大学教授　三浦麻子）
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